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災害に備えて

今回は「家族防災会議」です。

市県民税（第１期）
納期限　７月２日（月）

人口と世帯数〈５月末日現在〉（　）内は前月比
総人口　61,764人（＋　1人）
男　29,860人（－　3人）　女　31,904人（＋　4人）

世帯数　23,514戸（＋32戸）

火災と救急出動〈５月〉（　）内は１月からの累計
火災発生　　　2件（　　　12件）
救急出動　197回（1,007回）

消すまでは　出ない行かない　離れない

交通事故〈５月〉（　）内は１月からの累計
人身事故　　20件（116件）
負　傷　者　　23人（142人）
死　亡　者　　　0人（　　1人）

慣れた道　思わぬ危険が　かくれんぼ

今
月
の

納
期

残高不足で口座振替・自動払込みができなかっ
た場合の再振り替えは、７月17日（火）です。
　　税務課納税係（内線180・181）

災防

下水道事業受益者負担金（第１期）
納期限　７月２日（月）
　　下水道課（内線114・115）

03　市政情報
市民意識調査結果
市の家計簿を公表します

08　情報ひろば／消費生活相談／相談窓口

12　読書の小径

13　ぎふ清流国体／あのときときは

14　ほほえみだより

15　健康ガイド

16　ときをつなぐもの／プラザイベントガイド

　6.15　Vol.1528

地震をはじめとする大災害が起こることは、
もはや「想定外」ではなくなりました。いざと
いうときに備え、落ち着いて行動できるように
家族防災会議を開きましょう。

まず、地域の地図・家の間取り図を用意します。

次のことについて話し合ってみましょう。

連絡方法
▷災害時の連絡先や、
電話がつながらなか
ったときに家族に安
否を知らせる方法を
いくつか確認する。
▷災害用伝言ダイヤル
や伝言板の使い方、
避難先を伝えるため
の張り紙なども用意
しておく。

役割分担・防災用品の
見直し
▷非常袋を持ち出す人、
ガスの元栓を閉める
人など、それぞれの
役割分担を決める。

▷家族構成や季節に合
わせて、必要な防災
用品を見直す。

避難場所や経路の確認
▷最寄りの避難場所とルートを確認するのはも
ちろんのこと、異なるルートを通る別の避難
場所もいくつか決めておく。

▷家の間取り図に家具などを書き込んで、逃げ
るときに邪魔にならないか話し合ったり、古
いブロック塀などの危険な場所や公衆電話が
ある場所を地域の地図に書き込み、自分たち
の住む地域の特徴などを確認する。

▷すぐに連絡が取れない場合でも、最終的には
ここで落ち合う、という場所も決めておく。

それぞれの動きが確認できたら、災害を想定
して、自分たちの生活に合わせたシミュレーシ
ョンをしてみましょう。
例えば…
▷両親が不在で、子どもだけで避難しなければ
ならないとき（誰を頼って避難するのか、両
親への連絡方法などを確認）

▷就寝中に地震が起こり、電灯がつかないとき
（懐中電灯はどこに置いてあるのか、家族が
そろっていることをどこで確認するのか）など


